
矢口かつ信は、日常における再生や回復をテーマに場所性と呼応する実験的な芸術実践を行ってきている。2008年には、茨城県水戸市に所在する一軒

の古民家と出会い、そこを拠点に《祭後の家》と題した作品を発表した。これを機に現代社会において忘れ去られつつある物事や風習、風景などに着目

し、任意の場所を起点とする芸術実践を展開してきた。件の古民家は、戦後の焼け野原で家主が廃材を集めて建てたバラックから始まり、曳家や増築を

繰り返されてきた物件である。当初は展示終了後に取り壊される予定であったが、家の記憶が呼び起されたことで解体は延期された。その翌年には、か

つて小料理屋だった内装をそのままに生かし「小料理喫茶ワシントン」として営業を始める。これと並行して、ローカル新聞（和心団新聞）の発行や小さな

お祭り（サントピア通りdeワシントン祭り）の開催など、地域住民や関心を共有する人々との協働を通して様々な社会実践に取り組んできた。2013年には

建屋を取り壊すことになったのだが、完全に更地に戻すのではなく、作家自身の手によって建物の記憶や歴史をさかのぼるように解体されていった。こ

の一連のプロセスは、写真や映像によって記録され、「ワシントンドキュメンタリー図」としてまとめられている。なお、解体後も同地を「ワシントン跡地」と名

づけ、プロジェクトスペースとして場所の可能性を探求し続けている。また、2016年に「小料理喫茶ワシントン」から徒歩数分の場所にあったファッション

ビル「サントピア」が解体されることになった際には、工事現場に入り込みいくつかのパフォーマティブなドローイングを展開するとともに《SUNTOPAへ

祭後のバーゲンセール》と称した参加型のアートプロジェクトを実施した。このように、矢口の芸術実践は具体的な場所に身を置くことで作家自身（身体）

と作家を取り巻く環境（空間）との関係性を拡張するような表現活動を行ってきており、写真、映像、絵画、ドローイング、彫刻、パフォーマンス、インスタレ

ーションと多様な表現手段から構成される。現在は、岩手県奥州市でも複数の拠点を得て、新たなプロジェクトに着手している。
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